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熱中症による救急搬送
の状況

救急企画室

はじめに１
　消防庁では、平成20年度から全国の消防
本部を対象に熱中症による救急搬送人員の調
査を行い、全国で毎年４万人以上の方が熱中
症により救急搬送されています。今年度は、
４月29日から調査を開始し、６月30日まで
に8,510人(※速報値)の方が熱中症で救急搬
送され、昨年度の同時期と比較して750人増
加しました。
　昨年度の全国の熱中症による救急搬送人員
は95,137人で、５月から９月までの熱中症
による救急搬送人員の調査を開始以来、最多
となりました。今年度も、熱中症に対する予

防が必要であり、住民の熱中症に対する関心を更に高め、
あらゆる機会を通じて積極的に予防啓発を行っていただ
くことを目的として、今年度の熱中症による救急搬送状
況・予防等についてお伝えします。

熱中症による救急搬送状況２
①　週別の推移（図１）
　�　５月20日～５月26日に救急搬送人員が急激に増加
していますが、５月27日からの週の救急搬送人員は
500 ～ 1,000人前後で推移しています。

図１

2019年の熱中症による救急搬送状況（週別推移）

図２

2019年　都道府県別熱中症による救急搬送人員数　合計搬送人員数　前年との比較（4月29日から6月30日）
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⑤　発生場所ごとの救急搬送人員（図５）
　�　４月29日から６月30日までの熱中症による救急搬
送人員の合計8,510人のうち、住居が2,578人と最も
多く、次いで道路1,358人、公衆出入り場所（屋外）
1,229人、教育機関1,106人、公衆出入り場所（屋内）
718人となっています。　

図４

図５

②　都道府県別の合計（図２）
　�　４月29日から６月30日までの熱中症による救急搬
送人員の合計8,510人のうち、東京都が605人と最も
多く、次いで大阪府533人、愛知県507人、埼玉県
488人、福岡県398人となっています。

③　年齢区分ごとの救急搬送人員数　（図３）
　�　４月29日から６月30日までの熱中症による救急搬
送人員の合計8,510人のうち、高齢者が4,087 人と最
も多く、次いで成人2,599人、少年1,679人、乳幼児
145人となっています。救急搬送人員の半数近くを高
齢者が占めます。高齢者は暑さやのどの渇きを自覚し
にくいなど体の変化に気づきにくい傾向があるため、
周囲の方がこまめに声をかけて、水分補給や暑さ対策
などの予防行動を促すことが大切です。

④　傷病程度ごとの救急搬送人員（図４）
　�　４月29日から６月30日までの熱中症による救急搬
送人員の合計8,510人のうち、軽症5,868人と最も多
く、次いで中等症2,405人、重症147人、死亡12人と
なっています。熱中症の症状は、年齢や持病など傷病
者の背景の違いにも影響を受け、刻々と変化します。
中には、短時間で重篤な状態に陥る場合もありますの
で十分に注意が必要です。

図３

凡例

新生児：生後28日未満の者
乳幼児：生後28日以上満７歳未満の者
少　年：満７歳以上満18歳未満の者
成　人：満18歳以上満65歳未満の者
高齢者：満65歳以上の者

凡例

住　居	 （敷地内全ての場所を含む）
仕事場①	（道路工事現場、工場、作業所等）
仕事場②	（田畑、森林、海、川等　※農・畜・水産作業を行っている場合のみ）
教育機関	（幼稚園、保育園、小学校、中学校、高等学校、専門学校、大学等）
公衆（屋内）	 不特定者が出入りする場所の屋内部分
	 	 （劇場、コンサート会場、飲食店、百貨店、病院、公衆浴場、駅（地下ホーム）等）
公衆（屋外）	 不特定者が出入りする場所の屋外部分
	 	 （競技場、各対象物の屋外駐車場、野外コンサート会場、駅（野外ホーム）等）
道路	 （一般道路、歩道、有料道路、高速道路等）
その他	 （上記に該当しない項目）

凡例

死　　亡　�初診時に死亡が確認されたも
の

重　　症　�傷病の程度が３週間以上の入
院加療を必要とするもの

中 等 症　�傷病の程度が重症または軽症
以外のもの

軽　　症　�傷病の程度が入院加療を必要
としないもの

そ の 他　�医師の診断がないもの及び傷
病程度が判明しないもの、そ
の他の場所へ搬送したもの

※なお、傷病程度は入院加療の必要程度
を基準に区分しているため、軽症の中
には早期に病院での治療が必要だった
者や通院による治療が必要だった者も
含まれる。

（長期入院）

（入院診療）

（外来診療）

熱中症予防のポイント3
　熱中症は予防が大事です。熱中症にならないために、
以下の項目に心がけましょう。
・部屋の温度をこまめに確認し、室温28℃を目安に、エ
アコンや扇風機を上手に使いましょう。

・のどが渇かなくても、こまめに水分補給をしましょう。
・外出の際は、体をしめつけない涼しい服装をし、帽子
をかぶるなど日よけ対策もしましょう。

・無理をせず、適度な休憩をしましょう。
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消防庁の熱中症予防啓発の取組みにつ
いて4

おわりに5

　消防庁では、熱中症予防啓発を目的として、消防庁
HPの熱中症情報サイトに、予防啓発コンテンツ（予防
啓発ポスター、予防啓発ビデオ、予防啓発イラスト、予
防広報メッセージ、熱中症対策リーフレット）を提供し
ています。
　同サイトにはあわせて、都道府県や消防本部による熱
中症予防啓発の取組事例集を掲載していますので、各消
防本部は、取組事例集を参考に、必要な場面に応じてコ
ンテンツを御活用ください。

　熱中症は正しい知識を身につけることで、予防するこ
とが可能です。また、周囲の気遣いで熱中症になりやす
いとされる高齢者や子供を守ることができます。　
　消防庁では、全国の消防本部と連携をとりながら、暑
さが続く夏に対して、引き続き予防啓発に努めていきま
す。

消防庁熱中症情報　http://www.fdma.go.jp/neuter/
topics/fieldList9_2.html
※�　熱中症予防啓発のコンテンツは、このURL内に掲載
しています。

熱中症予防対策リーフレット

問合わせ先
　消防庁救急企画室
　TEL: 03-5253-7529

・日頃から栄養バランスがとれた食事と体力づくりをし
ましょう。

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_2.html
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_2.html

